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事業はどうなる？

どちらかと

言えば好

転する

どちらかと言えば衰退

ＮＡ

現状維持

好転する

衰退する

13年結論 14年結論 増率

三菱電機 5.22 5.74 10.0

日　　立 5,35 5.62 5.0
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＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
株

式
会
社
（
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

作
田

久
男
、
以
下
、
当
社
）
は
、
２

月
19日

開
催
の
取
締
役
会
に
お
い
て
、

当
社
お
よ
び
国
内
の
当
社
子
会
社
を
当

事
者
と
す
る
吸
収
分
割
お
よ
び
吸
収
合

併
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
（
製
造
関
連
）

再
編
を
行
う
こ
と
を
決
議
い
た
し
ま
し

た
。
と
発
表
し
て
い
ま
す
。

商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
二
年
法
律
第
九
十
号
）
附
則

（
労
働
契
約
の
取
扱
い
に
関
す
る
措
置
）

第
五
条

会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律

第
八
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
会
社

分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
等
に
関

し
て
は
、
会
社
分
割
を
す
る
会
社
は
、

会
社
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
通通 通通
知知 知知
をを をを
すす すす
べべ べべ
きき きき
日日 日日
まま まま
でで でで
にに にに
、、 、、
労労 労労
働働 働働

者者 者者
とと とと
協協 協協
議議 議議
をを をを
すす すす
るる るる
も
の
と
す
る
。

職
場
で
は
、
個
々
の
労
働
者
と
の
協

議
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
３

月
５
日
に
一
方
的
に
「
通
知
書
」
を
届

け
ら
れ
、
異
議
申
出
期
限
を
３
月

19日

と
し
て
き
た
だ
け
で
し
た
。

こ
う
し
た
事
は
、
新
会
社
設
立
過
程

で
「
瑕
疵
」
が
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

一
方
で
当
社
の
生
産
本
部
に
在
籍
す

る
者
、
当
社
の
生
産
本
部
の
在
籍
者
以

外
で
、
本
件
再
編
に
よ
り
移
籍
を
予
定

し
て
い
る
者
、
当
社
生
産
本
部
が
管
轄

す
る
国
内
関
係
会
社
に
在
籍
す
る
者
を

２
月

28日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の
期
間

で
早
期
退
職
を
募
集
し
ま
し
た
。

育
児
・
介
護
休
業
法

26条
で
は
「「 「「
事事 事事

業業 業業
者者 者者
がが がが
労労 労労
働働 働働
者者 者者
をを をを
転転 転転
勤勤 勤勤
ささ ささ
せせ せせ
るる るる
場場 場場
合合 合合
、、 、、

育育 育育
児児 児児
・・ ・・
介介 介介
護護 護護
のの のの
状状 状状
況況 況況
にに にに
配配 配配
慮慮 慮慮
しし しし
なな なな
けけ けけ

れれ れれ
ばば ばば
なな なな
らら らら
なな なな
いい いい
」」 」」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
実
に
は
、
母
子
家
庭
や
介
護
を
し

て
い
て
、
高
崎
や
那
珂
工
場
に
転
勤
が

で
き
な
い
と
多
く
の
方
々
が
早
期
退
職

を
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
業
績
改
善
を
受
け

４
月
に
特
別
給
与
を
社
員
に
支
給
し
ま

す
。
２
０
１
３
年
度
に
一
般
社
員
の
賞

与
を
削
減
し
た
分
の
一
部
を
「
経
営
協

力
感
謝
金
」
（
総
額
は
約
１
０
０
億
円

の
見
込
み
）
と
し
て
給
与
に
上
乗
せ
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。

ル
ネ
サ
ス
で
は
、
２
０
１
２
年
１
月

か
ら
２
年
余
「
賃
金
７
・
５
％
減
額
」

「
一
時
金
の
不
支
給
」
等
生
活
苦
が
続

い
て
き
ま
し
た
。
職
場
で
は
「「 「「
経経 経経
営営 営営

のの のの
為為 為為
にに にに
減減 減減
額額 額額
ささ ささ
れれ れれ
たた たた
分分 分分
はは はは
戻戻 戻戻
せせ せせ
るる るる
様様 様様

にに にに
労労 労労
使使 使使
交交 交交
渉渉 渉渉
をを をを
しし しし
てて てて
ほほ ほほ
しし しし
いい いい
」」 」」
な
ど

の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「「「「変変変変革革革革ププププラララランンンン」」」」緊緊緊緊急急急急アアアアンンンンケケケケーーーートトトト

ルネサス懇は２月２０日から１ヶ月余ＷＥ

Ｂサイトで行なった「変革プラン」緊急アン

ケートに寄せられた内容を分析し、変革プラ

ンによりルネサスの事業はどうなると思いま

すか？に対して次の結果となりました。

不
安
だ
ら
け
で
経
営
再
建
が
出
来
る
の
か
！

１１１１４４４４春春春春闘闘闘闘のののの一一一一時時時時金金金金妥妥妥妥結結結結水水水水準準準準

電機連合は、１４春闘で「賃金改善額２０００円」「産

業別最低賃金（１８歳見合い）を１５００円増額」を統一

闘争で実現させました。年間一時金を団体交渉では、日立・

三菱電機などは次

表の様な月数を獲

得しています。

新新 新新
会会 会会
社社 社社
設設 設設
立立 立立
過過 過過
程程 程程
にに にに
「「 「「
瑕瑕 瑕瑕
疵疵 疵疵
」」 」」
がが がが
存存 存存
在在 在在

育育 育育
児児 児児
介介 介介
護護 護護
でで でで
のの のの
転転 転転
勤勤 勤勤
でで でで
「「 「「
配配 配配
慮慮 慮慮
義義 義義
務務 務務
」」 」」
ああ ああ
りり りり

減減 減減
額額 額額
ささ ささ
れれ れれ
たた たた
賃賃 賃賃
金金 金金
分分 分分
戻戻 戻戻
しし しし
てて てて
ほほ ほほ
しし しし
いい いい

か
し



絵

手

紙

で

ご

挨

拶

４
月
１
日
付
け

で
新
製
造
会
社
が

前
・
後
工
程
の
２

社
が
設
立
さ
れ
、

生
産
本
部
を
中
心

に
転
勤
で
き
な
い
と
思
わ

れ
た
方
々
が
３
月
末
で
６

９
６
人
が
早
期
退
職
さ
れ

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

武
蔵
事
業
所
に
は
、
２
８

０
０
人
が
転
勤
と
し
て
来

ら
れ
、
４
０
０
人
が
転
勤

と
な
り
、
総
数
４
７
０
０

人
と
建
物
に
入
り
き
れ
な

い
状
態
と
言
え
、
広
域
転

勤
は
、
退
職
を
さ
せ
る
”

フ
ル
イ
落
と
す
”
役
割
と

言
え
そ
う
で
す
。
（
Ｔ
）

編集後記
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◆
「
三
陸
鉄
道
再
開
」

大
漁
旗
が
出
迎
え
る

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す

◆
「
消
費
税
８
％
に
増
税
」

生
活
に
ズ
ー
ン
と
重
く

賃
上
げ
も
追
い
つ
か
な
い

◆
「
み
ん
な
の
党
代
表
辞
任
」

前
都
知
事
と
は
ケ
タ
違
い

辞
任
だ
け
で
す
ま
せ
な
い

◆
「
憲
法
の
解
釈
改
憲
」

戦
争
す
る
国
へ
の
し
く
み

平
和
憲
法
を
守
ろ
う

休
憩

室

（
日

立
超

Ｌ
）

職
場

に
新

し
い

変
化

（
日
立
超
Ｌ
）
は
、
長
引
く
業
績

不
振
に
よ
り
昨
年
半
導
体
デ
バ
イ
ス

事
業
か
ら
の
撤
退
を
行
い
、
約
半
数

の
社
員
が
会
社
を
去
り
ま
し
た
。
日

立
の
半
導
体
事
業
の
発
展
と
と
も
に

歩
ん
で
き
た
（
日
立
超
Ｌ
）
に
と
っ

て
は
、
会
社
の
歴
史
上
最
も
大
き
な

転
換
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
が
経
過
し
、
４
月

１
日
付
け
で
、
秋
田
電
子
シ
ス
テ
ム

ズ
と
の
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
（
日
立
超
Ｌ
）
が
今
年
６
月
に

日
立
の
情
報
・
通
信
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー

プ
に
所
属
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

半
導
体
デ
バ
イ
ス
事
業
か
ら
撤
退

し
、
組
込
み
シ
ス
テ
ム
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
事
業
を
中
心
に
事
業
の
立
て
直
し

を
図
っ
て
い
る
（
日
立
超
Ｌ
）
に
と
っ

て
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
を
契
機
に
業
績
回
復
の
軌

道
に
乗
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。（
Ａ

）

（
会

社
説

明
会

）

残
念

に
感

じ
た

内
容

３
月

26日
（
水
）
午
後
、
武
蔵
事

業
所
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
で
全
就
業

者
を
対
象
に
作
田
会
長
と
大
村
Ｅ
Ｖ

Ｐ
に
よ
る
「
会
社
説
明
会
」
を
２
回

に
別
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
に
出
席
さ
れ
た
方
々

か
ら
多
く
の
意
見
や
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
で
す
が
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

＊
「
マ
イ
ン
ド
を
変
え
て
業
務
を

行
う
の
は
歓
迎
で
す
が
、
相
変
わ
ら

ず
縮
小
均
衡
策
し
か
聞
け
ず
、
残
念

で
し
た
」

＊
「
作
田
会
長
の
話
し
を
聞
い
て

全
体
的
に
は
人
ご
と
と
感
じ
ま
し
た
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
人
は
残
り
な
さ
い
と

言
っ
て
い
る
わ
り
に
は
、
ワ
ク
ワ
ク

す
る
話
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
ト
ッ

プ
に
は
夢
も
語
っ
て
欲
し
い
で
す
」

＊
「
多
分
お
そ
ら
く
設
計
者
だ
と

思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
こ
の
方
が
作

田
会
長
に
直
接
質
問
を
投
げ
か
け
ま

し
た
。
し
か
し
作
田
会
長
の
返
答
は

的
外
れ
な
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
話

を
そ
ら
さ
れ
た
か
ら
非
常
に
残
念
に

思
い
ま
す
。
貴
重
な
意
見
だ
と
言
う

の
に
何
故
で
し
ょ
う
か
？
」

＊
「
最
後
に
皆
さ
ん
か
ら
作
田
会

長
に
対
し
て
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

従
業
員
自
体
を
虫
け
ら
と
思
っ
て
る

よ
う
な
リ
ス
ト
ラ
”
人
間
”
に
拍
手

は
無
用
と
感
じ
ま
し
た
」

さ
ら
に
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や

感
想
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
む
さ
し
Ｎ
ｅ
ｔ
編
集
部
）

絆を破壊する経営者

東日本大震災から３年が経過しました。震

災以降、家族と共に居られる時間を大切にす

る人が増えたと言います。玉川でも、この３

月から４月にかけて、お子さんの卒業式や入

学式などで休暇を取る人が大勢いました。家

族と一緒にいられる幸せと言うのは、掛け替

えのないものですね。しかし、会社が計画し

ている事業所閉鎖と大規模広域転勤によって、

これからたくさんの人の家族の絆が、ずたず

たにされようとしています。作田会長は要す

るに、「家族の絆が壊れるリスクがあると思っ

ている人は辞めてもらって結構、仕事でワク

ワク出来さえすれば、絆など必要ないと言う

人だけ来てくれれば良い」とでも考えている

のでしょう。（投稿）

職職 職職
場場 場場
だだ だだ

よよ よよ
りり りり


